
マツコロイドはなぜ人と話せるのか？

対話システムの作り方

　Amazon 社の Alexa やマツコロイドなど、人との対話を通して仕事を
こなすコンピュータ内蔵システムやロボットが活躍しています。
　私たちが日常使う言語（自然言語）を、AI を用いてコンピュータに組み
込むための技術「自然言語処理」を集めた本シリーズの第 5巻『対話システ
ムの作り方』では、様々な実例を通して対話システムを体系的に紹介して
います。マツコロイドの制作にも関わった著者が、対話というものの本質
から目的に沿った対話システムの作り方まで、幅広く解説。対話システム
の導入書となる 1冊です。
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▼ 様々な実例を通して対話システムを体系的に紹介しています。




